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イベント
コード 

イベントメッ
セージ 

説明 対処方法 修理に出す部品 所要  
時間 
(時) 

必要なツール 

E13 温度プローブの
故障 

A. 範囲外の温 
度プローブ測
定値。 

B. 接続不良。 
C. プローブを含

む温度測定回
路での問題。 

A. プローブと関連付けられているコ
ントローラーの下部にある [?] ボタ
ンを押します。下矢印を押しま
す。[ソフトウェアバージョン] ボタ
ンを押します。初期化中と表示さ
れます。バージョンが表示された
ら、[下] ボタンを押します。バット
の実際の温度と表示されたバット
の温度を比較します。温度が表示
されない場合や大きな温度差があ
る場合は次の手順に進みます。 

B. 温度プローブが SIB ボードの J11 
に適切に接続されていることを確
認します (BIGLA30-T サービスマニ
ュアルのセクション 1.8 を参照)。
コネクタで適切に終端処理されて
いることを確認します。 

C. 欠陥がありプローブを交換する場
合は、BIGLA30-T サービスマニュ
アルのセクション 1.17 の表 
(BIGLA30-T サービスマニュアルの
セクション 1.14.4 を参照) でプロー
ブの抵抗を確認してください。 

ガス ‒ 8263285 
電気 ‒8075634 

1.0 
1.0 

スロット #8150386 の 7/8 イ
ンチディーブソケット 
マルチメーター 

E16 ハイリミット1が
温度超過  

ハイリミットの温
度が 210°C 
(410°F) を超えてい
るか、CE 向けフラ
イヤーのハイリミ
ットの温度が 
202°C (395°F) を
超えています。 
 

温度測定値が適切か確認します。測定
値が適切ではない場合はプローブ回路
を確認してください (トラブルシューテ
ィングのイベントコード E13 を参照) 。 
 
フライヤーが過熱されていないことを
確認します。過熱されている場合、ラ
ッチとヒートレイヤーが適切に作動し
ているか確認します (BIGLA30-T サービ
スマニュアルのセクション 1.8 の SIB ボ
ード図 LED 1 と 3 を参照)。過熱されて

SIB ボード - 
1085979 

1.0 
 

マルチメーター 
ドライバー 6 & 1 
 

 BIGLA30-T/BIELA14-T イベントコード 
 クイックリファレンス 

2018年 9月 

*8197430*  
注:  サービスコール時には、マルチメーターを含む標準基本ツールセットの他に記載され他のツールや部品も必要となりま
す。また、サービスコール時には、BIGLA-T または BIELA-T の取扱説明書と操作マニュアルを必ずお手元にご用意ください。 
最新のマニュアルについては www.frymaster.com をご覧ください。 

Japanese 09/2018 
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イベント
コード 

イベントメッ
セージ 

説明 対処方法 修理に出す部品 所要  
時間 
(時) 

必要なツール 

いない場合、SIB ボードを交換します 
(BIGLA30-T サービスマニュアルのセク
ション 1.14.2 を参照)。 

E17 ハイリミット2
が温度超過  

ハイリミットス
イッチが開いて
います。 
バットの温度が高
く、物理的なバイ
メタルハイリミッ
トスイッチが開位
置にあるか、スイ
ッチが故障してい
ます。 

温度測定値が適切か確認します。 
測定値が適切ではない場合はプロー
ブ回路を確認します (トラブルシュ
ーティングのイベントコード E13 を
参照) 。 
ハイリミットが SIB ボードの J1 コネク
タピン 3 と 4 に接続されています。 
 
フライヤーが過熱されていないこ
とを確認します。過熱されている
場合、ラッチリレーとヒートリレ
ーが適切に作動しているかを確認
します (BIGLA30-T サービスマニュ
アルのセクション 1.8 の SIB ボード
図 LED 1 と 3 を参照)。適切に作動
していない場合、SIB ボードを交換
します (BIGLA30-T サービスマニュ
アルのセクション 1.14.2 を参照)。 
 
ラッチリレーとヒートリレーが適切に
作動している場合、ハイリミットを交
換します (BIGLA30-T サービスマニュア
ルのセクション 1.14.1 を参照)。 

ハイリミットガ 
ス ‒ 8261177 
ハイリミット電
気 ‒8262454 
SIB ボード - 
1085979 
 

1.0 
1.0 

スロット #8150386 の 7/8 
インチディーブソケット 
マルチメーター 
ドライバー 6 & 1 
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イベント
コード 

イベントメッ
セージ 

説明 対処方法 修理に出す部品 所要  
時間 
(時) 

必要なツール 

E18 ハイリミットの異
常 電源を切断し
てください 

バットの温度が 
238°C (460°F) を超
え、ハイリミットが
開かない場合、すぐ
に電源を切ります。
ハイリミットが故障
しています。 

温度測定値が適切か確認します。測定
値が適切ではない場合はプローブ回路
を確認します (トラブルシューティング
のイベントコード E13 を参照) 。 
ハイリミットが SIB ボードの J1 コネク
タピン 3 と 4 に接続されています。 
 
フライヤーが過熱されていないことを
確認します。過熱されている場合、ラ
ッチリレーとヒートリレーが適切に作
動しているかを確認します (BIGLA30-T 
サービスマニュアルのセクション 1.8 
の SIB ボード図 LED 1 と 3 を参照)。適
切に作動していない場合、SIB ボードを
交換します (BIGLA30-T サービスマニュ
アルのセクション 1.14.2 を参照)。 
 
ラッチリレーとヒートリレーが適切に
作動している場合、ハイリミットを交
換します (BIGLA30-T サービスマニュア
ルのセクション 1.14.1 を参照)。 

ハイリミットガス ‒ 
8261177 
ハイリミット電気 ‒ 
8262454 
SIB ボード - 
1085979 
 

1.0 
1.0 

スロット #8150386 の 7/8  
インチディーブソケット 
マルチメーター 
ドライバー 6 & 1 
 
 

E19 加熱エラー ― 
XXXF または 
XXXC 

加熱制御ラッチ回路
が故障しています。 
電気フライヤのヒー
トコンタクタが機能
していません。 
A. ヒート回路または
ラッチ回路の故障。 
B. SIBの故障。 

A.  BIGLA30-T サービスマニュアルのセ
クション 1.5 に記載されている機能
を調べるためのコンポーネント確認
方法に適切に従ってヒート回路また
はラッチ回路を確認します 
(BIGLA30-T サービスマニュアルのセ
クション 1.8 の SIB ボード図の LED 1 
と 3 を参照)。 

B.  SIB ボードを交換します (BIGLA30-T 
サービスマニュアルのセクション 
1.14.2 を参照)。 

SIB ボード - 
1085979 

1.0 ドライバー 6 & 1 

E25 加熱エラー ― 送 送風機が作動した後 A.  BIGLA30-T サービスマニュアルのセク
ション 1.5 に記載されている機能を調

空気圧力スイッチ 
FV/DV 8263465 

1.5 
 

7/16 インチソケット  
ドライバー 
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イベント
コード 

イベントメッ
セージ 

説明 対処方法 修理に出す部品 所要  
時間 
(時) 

必要なツール 

風機 に、空気圧力スイッ
チが入りません。 
A. 送風機の汚れ。 
B. 送風機の電力 
損失。 

C. 送風機の故障。 
D. 空気圧力スイッ
チの故障または
接続不良。 

べるためのコンポーネント確認方法に
適切に従って送風機を確認します。送
風機が汚れている場合、送風機を掃除
します (BIGLA30-T サービスマニュアル
のセクション 1.14.7 を参照)。 

B. 送風機の電源が入っているか確認し
ます。電源プラグを抜き、対処方法
「A」でコンポーネントを確認した
ときに送風機の電源をオンにしたと
きの電圧を確認します。 
送風機がきれいで、電源が差し込ま
れているけれども電気が入らない場
合、送風機を交換します (BIGLA30-T 
サービスマニュアルのセクション 
1.14.7 を参照)。 

C. 空気圧力スイッチが入らない場合、
接続を確認します (SIB J2 ピン 5 と 
6)。接続されている場合、空気圧力
スイッチを交換します。 

送風機 FV 50Hz 
1085699SP 
送風機 FV 60Hz 
1062999SP 
送風機 DV 50Hz 
1086012SP 
送風機 DV 60Hz 
8263472 

6 & 1  
マルチメーター 
エクステンションバー付き 
¼ インチラチェット 

E27 加熱エラー ― 圧
力スイッチ ― サ
ービスへ連絡し
てください 

空気圧力スイッチを
投入できません。 

送風機がオフの時に空気圧力スイッチ
が入る場合、空気圧力スイッチの通気
管が塞がっている可能性があります。
空気圧力スイッチが引っかかている
か、壊れています。スイッチを交換し
てください。 

空気圧力スイッチ 
FV/DV 8263465 
 

1.0 ドライバー 6 & 1 
マルチメーター 

E28 加熱エラー ― 
XXXF または 
XXXC 

フライヤーが点火
せず、点火装置が
作動しません。 
考えられる原因: 
 
 
A. ガス管への抜
かなければな
らない空気の
混入。 

A. 問題のあるバットの電源を切ってか
ら再投入し、問題が解決されている
か確認します。ガス管に空気が入っ
ている場合、この操作を数回行う必
要があります。 
フライヤーのガスバルブが開いてい
ることを確認します。 

B. 送風機がきれいで使用可能であるこ
とを確認します。送風機が汚れてい
る場合、送風機を掃除します 

送風機 FV 50Hz 
1085699SP 
送風機 FV 60Hz 
1062999SP 
送風機 DV 50Hz 
1086012SP 
送風機 DV 60Hz 
8263472 
送風機リレー - 
8071683 

1.5 7/16 インチソケット  
ドライバー 
6 & 1 
マイクロアンペアのマルチ
メーター 
 
 

 

 

エクステンションバー付き 
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イベント
コード 

イベントメッ
セージ 

説明 対処方法 修理に出す部品 所要  
時間 
(時) 

必要なツール 

B. ガスバルブの
故障、または
ガスバルブが
閉じている。 

C. 送風機の汚れ/
故障。 

D. 低いマイクロ
アンペア数。 

E. 不適切なガス
圧力。 

F. 炎感知器ワイ
ヤの故障/未 
接続。 

G. 点火装置/点火
ケーブルの 
故障。 

H. 点火装置の 
故障。 

I. SIB の故障。 
J. ハイリミット
サーモスタッ
トが開いて 
いる。 

(BIGLA30-T サービスマニュアルのセ
クション 1.14.7 を参照)。 

C. 適切なマイクロアンペアが適切であ
るか確認します。BIGLA30-T サービ
スマニュアルのセクション 1.13 を参
照してください。 

D. ガス圧が銘板に記載されている圧力
と一致していることを確認します。 

E. 火炎センサワイヤがしっかり取り付け
られ、適切に火炎電流を計測している
ことを確認します (BIGLA30-T サービス
マニュアルのセクション 1.13 を参照)。 

F. 点火ケーブルがしっかり取り付けら
れ、故障していないことを確認しま
す。点火装置が適切に作動している
ことを確認します。適切に作動して
いない場合、点火装置を交換します 
(BIGLA30-T サービスマニュアルのセ
クション 1.14.6 を参照)。 

G. 理由もなく点火装置のアラーム信号
が出力されている場合、点火装置を
交換します (BIGLA30-T サービスマニ
ュアルのセクション 1.14.5 を参照)。 

H. SIB を交換します (BIGLA30-T サービ
スマニュアルのセクション 1.14.2 を
参照)。 

I. ハイリミットサーモスタットが開い
ていないことを確認します。ハイリ
ミットが SIB ボードの J1 コネクタピ
ン 3 と 4 に接続されています。ハイ
リミットが開いている場合、ハイリ
ミットを交換します (BIGLA30-T サー
ビスマニュアルのセクション 1.14.4 
を参照)。 

時間遅延リレー ‒ 
8075731 
点火装置 NG 
8263054 
点火装置 Pro 
8263189 
ガスバルブ NG 
8104339 
ガスバルブ Pro 
8100802 
点火ケーブル 
8075614 
ラジャコネクタ 
8073484 
モジュール 
8075691 
SIB ボード ‒ 
1085979 
ハイリミットガス ‒ 
8261177 
ハイリミット電気 ‒ 
8262454 
 

¼ インチラチェット 
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イベント
コード 

イベントメッ
セージ 

説明 対処方法 修理に出す部品 所要  
時間 
(時) 

必要なツール 

E29 トップオフプロ
ーブの故障 ― サ
ービスへ連絡し
てください 

ATO (自動トップオ
フ) RTD の測定値が
範囲外です。 
A. ATO RTD プロ

ーブがショー
トして/開いて
いる。 

B. 接続不良。 

A. ATO プローブに油が付着している場
合、[？] ボタンを押します。下矢印を
押します。[ソフトウェアバージョン] 
を押します。下矢印を押して実際の
バットの温度と ATO RTD の温度の差
が  ± 10C 以内であることを確認しま
す。温度が計測されていない場合、
ATO プローブを SIB ボードの J3 コネク
タから外し、ATO プローブの抵抗値
を確認します。欠陥がありプローブ
を交換する場合、BIGLA30-T サービス
マニュアルのセクション 1.17 の表 
(BIGLA30-T サービスマニュアルのセク
ション 1.14.4 を参照) でプローブの抵
抗を確認してください。 

B. ATO プローブが適切に SIB ボードの 
J3 コネクタに接続されていることを
確認します。コネクタで適切に終端
処理されていることを確認します。 

ATO プローブ 
8263286 

1.0 9/16 インチソケット  
7/16 インチレンチ  
マルチメーター 

E32 ドレンバルブが
開きません ― ろ
過とトップオフ
が機能しません 
― サービスへ連
絡してください 

ドレンバルブの開操
作が試みられました
が、位置が確認され
ていません。 
A. 作動装置が接
続されていな
いか故障して
います。 

B. バルブインター
フェイスボード 
(VIB)/濾過インタ
ーフェイスボー
ド (FIB) の電源が
損失している

A. 作動装置が適切に接続され、機能し
ていることを確認します。BIGLA30-
T サービスマニュアルのセクション 
1.5 に記載されている機能を調べる
ためのコンポーネント確認方法に従
います。 
1) 作動装置が機能していない場
合、作動装置が VIB ボード (J5 
の場合 FV または右側の DV ド
レン、J6 の場合左側の DV ド
レン (BIGLA30-T サービスマニ
ュアルのセクション 1.21 を参
照)) の適切な接続に差し込ま
れていることを確認します。 

作動装置 ‒ 青 
8075809 
作動装置 ‒ 黒 
8075808 
VIB ボード ‒ 
1085996 
電源装置 - 
8075855 
FIB ボード - 
1086575 

1.0  
 
 
1.0 
 
 
1.0 
 
1.0 

3/32 インチアレンヘッドレ
ンチ 
 
ドライバー 
6 & 1  
1/4 インチと 5/16 インチナッ
ト  
マルチメータードライバー 
 ドライバー 6 & 1 
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イベント
コード 

イベントメッ
セージ 

説明 対処方法 修理に出す部品 所要  
時間 
(時) 

必要なツール 

か、ボードが故
障しています。 

C. 電源が故障し
ています。 

 

2) 別のコネクタに接続して作動
装置をテストします。作動装
置が作動している場合、VIB ボ
ードを交換します (BIGLA30-T 
サービスマニュアルのセクシ
ョン 1.21.3 を参照)。 

3) フライヤーの電源をリセット
します。作動装置がそれでも
作動しない場合、作動装置を
交換します (BIGLA30-T サービ
スマニュアルのセクション 
1.21.4 を参照)。 

B. VIB と FIB ボードのソフトウェアバー
ジョンが表示され、通信が示されて
いることを確認します。[?] ボタンを
押します。下矢印を押します。[ソ
フトウェアバージョン] を押しま
す。下矢印を押して、VIB と FIB ソフ
トウェアのバージョンがゼロの羅列
ではなく、数字で表されていること
を確認します。 
1) 24VDC の LED 4 が FIB ボードで
点灯していることを確認しま
す。その隣のテストポイント
は 24VDC でなければなりませ
ん (BIGLA30-T サービスマニュ
アルのセクション 1.18.5 を参
照)。それ以外の場合は FIB ボ
ードを交換します。 

C.  24VDC の電源装置が搭載された FIB 
ボックスで電源装置が適切に作動し
ていることを確認します。作動して
いない場合、電源を交換します 
(BIGLA30-T サービスマニュアルのセ
クション 1.18.5 を参照)。 
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イベント
コード 

イベントメッ
セージ 

説明 対処方法 修理に出す部品 所要  
時間 
(時) 

必要なツール 

E33 ドレンバルブが
閉じません ― ろ
過とトップオフ
が機能しません 
― サービスへ連
絡してください 

ドレンバルブの閉操
作が試みられました
が、位置が確認され
ていません。 
イベント E32 の 
説明を参照してく
ださい。 
 

 対処方法については、イベント E32 の
トラブルシューティングを参照してく
ださい。 
 

作動装置 ‒ 青 
8075809 
作動装置 ‒ 黒 
8075808 
VIB ボード ‒ 
1085996 
電源装置 - 
8075855 
FIB ボード - 
1086575 

1.0  
 
 
 
1.0 
 
 
1.0 
 
1.0 

3/32 インチアレンヘッドレ
ンチ 
 
ドライバー 
6 & 1  
1/4 インチと 5/16 インチナッ
トドライバーマルチメーター  
 ドライバー 6 & 1 

E34 リターンバルブが
開きません ― ろ
過とトップオフが
機能しません ― 
サービスへ連絡し
てください 

リターンバルブの開
操作が試みられまし
たが、位置が確認さ
れていません。 
A. 作動装置が切
断されている
か故障してい
ます。 

B. バルブインター
フェイスボード 
(VIB)/濾過インタ
ーフェイスボー
ド (FIB) の電源が
損失している
か、ボードが故
障しています。 

C. 電源が故障し
ています。 

A. 作動装置が適切に接続され、機能し
ていることを確認します。BIGLA30-
T サービスマニュアルのセクション 
1.5 に記載されている機能を調べる
ためのコンポーネント確認方法に従
います。 
1) 作動装置が機能していない場
合、作動装置が適切な接続 (J7 
の場合 FV または右側の DV リ
ターン、J8 の場合左側の DV 
リターン (BIGLA30-T サービス
マニュアルのセクション 1.21 
を参照)) に差し込まれている
ことを確認します)。 

2) イベント E32 の追加のトラブ
ルシューティング手順を参照
してください。 

作動装置 ‒ 青 
8075809 
作動装置 ‒ 黒 
8075808 
VIB ボード ‒ 
1085996 
電源装置 -  
8075855 
FIB ボード - 
1086575 

1.0  
 
 
 
1.0 
 
 
1.0 
 
1.0 

3/32 インチアレンヘッドレ
ンチ 
 
ドライバー 
6 & 1  
1/4 インチと 5/16 インチナッ
トドライバーマルチメーター 
& ドライバー 6 と 1 

E35 リターンバルブが
閉じません ― ろ
過とトップオフが
機能しません ― 
サービスへ連絡し
てください 

リターンバルブの閉
操作が試みられまし
たが、確認されてい
ません。 
上記 E34 の説明を参
照してください。 

イベント E34 のトラブルシューティン
グを参照してください。 
 

作動装置 ‒ 青 
8075809 
作動装置 ‒ 黒 
8075808 
VIB ボード ‒ 
1085996 
電源装置 -  

1.0  
 
 
 
1.0 
 
 

3/32 インチアレンヘッドレ
ンチ 
 
ドライバー 
6 & 1  
1/4 インチと 5/16 インチナッ
トドライバーマルチメーター 
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イベント
コード 

イベントメッ
セージ 

説明 対処方法 修理に出す部品 所要  
時間 
(時) 

必要なツール 

8075855 
FIB ボード - 
1086575 

1.0 
 
1.0 

ドライバー 6 & 1 

E36 バルブインター
フェイスボード
の故障 ― ろ過と
トップオフが機
能しません ― サ
ービスへ連絡し
てください 

A. VIB ボードに電
源が供給されて
いません。 

B. VIB ボードが故
障しています。 

A. イベントと関連付けられているコン
トローラーの下部にある [?] ボタン
を押します。下矢印を押します。
[ソフトウェアバージョン] ボタンを
押します。初期化中と表示されま
す。バージョンが表示されたら、
VIB ソフトウェアバージョンの表示
がゼロの羅列ではなく数字であるこ
とを確認します。 
 
6 ピン P バスケーブルが VIB ボード
の J2 コネクタピンにしっかり接続
されていることを確認します 
(BIGLA30-T サービスマニュアルのセ
クション 1.21 を参照)。ケーブルの
もう一方の端がコンポーネントボッ
クス内にある SIB ボードの J9 または 
J10 コネクタにしっかり接続されて
いることを確認します (BIGLA30-T サ
ービスマニュアルのセクション 1.8 
を参照)。 
J3 と J4 ケーブルがしっかり接続さ
れていることを確認します 
(BIGLA30-T サービスマニュアルのセ
クション 1.21 を参照)。 
 
FIB ボードの 24VDC の LED 4 が点灯
していることを確認します。その隣
のテストポイントは 24VDC でなけ
ればなりません (BIGLA30-T サービス
マニュアルのセクション 1.18.5 を参
照)。24VDC ではない場合、FIB ボー

VIB ボード ‒ 
1085996 
電源装置 -  
8075855 
FIB ボード - 
1086575 
ケーブル ‒ FIB と 
VIB の間  
8075810 
ケーブル ‒ SIB と 
VIB の間  
8075555 

1.0  
 
1.0 
 
1.0 
 
.50 
 
.50 

ドライバー 
6 & 1  
1/4 インチと 5/16 インチナッ
トドライバーマルチメーター 
ドライバー 
6 & 1 
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イベント
コード 

イベントメッ
セージ 

説明 対処方法 修理に出す部品 所要  
時間 
(時) 

必要なツール 

ドを交換します。 
FIB ボードに電圧はかかっているけ
れども VIB ボードには電圧がかかっ
ていない場合、SIB ボードと VIB ボー
ドを繋ぐケーブルを交換します。 

B. FIB ボードと VIB ボードを繋ぐケーブ
ルを交換しても問題が解決しない場
合、VIB ボードが故障している可能
性があります。VIB ボードを交換し
てください (BIGLA30-T サービスマニ
ュアルのセクション 1.21.3 を参照)。 

E37 自動間欠ろ過プ
ローブの故障 ― 
ろ過不能 ― サー
ビスへ連絡して
ください 

A. 範囲外の AIF 
(VIB プローブ) 
RTD の測定値。 

B. 接続不良。 
C. VIB プローブの
故障。 

 

A. プローブと関連付けられているコ
ントローラーの下部にある [?] ボタ
ンを押します。下矢印を押しま
す。[ソフトウェアバージョン] ボタ
ンを押します。初期化中と表示さ
れます。バージョンが表示された
ら、[下] ボタンを押します。バット
の実際の温度と表示される AIF RTD 
の温度を比較します。温度が表示
されない場合や大きな温度差があ
る場合は次の手順に進みます。 

B. 20 ピンハーネスが (AIF) VIB ボード
の J1 コネクタピンにしっかり接続
されていることを確認します 
(BIGLA30-T サービスマニュアルの
セクション 1.21 を参照)。J1 コネ
クタのピン 1 ～ 4 に (AIF) VIB プロ
ーブピンがしっかり接続されてい
ることを確認します。 

C. 欠陥がありプローブを交換する場
合は、BIGLA30-T サービスマニュ
アルのセクション 1.17 の表でプロ
ーブの抵抗を確認してください 
(BIGLA30-T サービスマニュアルの

AIF (VIB プローブ) 
RTD 8263287 

1.0 9/16 インチソケット  
7/16 インチレンチ  
マルチメーター 
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イベント
コード 

イベントメッ
セージ 

説明 対処方法 修理に出す部品 所要  
時間 
(時) 

必要なツール 

セクション 1.14.4 を参照)。 
E39 フィルターパッ

ドを交換してく
ださい 

25 時間タイマーが
切れているか、フ
ィルターが汚れて
います。 

フィルターパッドまたは濾過紙を交換
してください。 

   

E41 メッセージは表
示されないが、
イベントログに
イベントが記録
される。 

システムが、フィ
ルターパンに油が
残っている可能性
があることを検出
しています。 
 
A. フィルターパ
ッドの詰まり/
汚れ。 

B. プレフィルタ
ーの詰まりの
可能性。 

C. O リングの 
摩耗。 

D. フィルターポ
ンプの問題。 

フィルターパンを外して油が付着して
いないか確認します。油が付着してい
る場合、油を戻すよう促すプロンプト
またはフィルターメニューで「ドレン
パンから油をバットに戻す」を選択す
るよう促すプロンプトに従います。 
A. 油がバットに戻らない場合、フィル
ターの詰まりやその他の異物がない
か確認します (BIGLA30-T サービスマ
ニュアルのセクション 1.15.5 を参
照)。フィルターを交換しなければ
ならない可能性があります。 

B. プレフィルターを交換します 
(BIGLA30-T サービスマニュアルのセ
クション 1.15.5 を参照)。 

C.  O リングがピックアップチューブに
適切な状態で取り付けられているこ
とを確認します (BIGLA30-T IO マニュ
アルのセクション 5.2 を参照)。 

D. フィルターポンプが作動しているこ
とを確認します (BIGLA30-T サービス
マニュアルのセクション 1.15.5 を参
照)。フィルターポンプモーターま
たはフィルターポンプを交換する必
要がある場合は交換します 
(BIGLA30-T サービスマニュアルのセ
クション 1.14.11 を参照)。 

O リング 8263288 
フィルターポンプ - 
8263191 
フィルターポンプ
モーター -  
8261785 

.25 
 
1.5 
 
1.5 

ドライバー 
6 & 1  
7/16 インチソケット  
 
7/16 インチレンチ 

E42 ドレンの詰まり 
(ガス)  

ろ過時にバットが
空になりません。 
A. ドレンバルブ

A. フライヤーフレンドを使用してドレ
ンバルブの詰まりを掃除します。 

B. OIB センサーがきれいなことを確認

 .5 ワイヤブラシ、スクレーパ
ー 
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イベント
コード 

イベントメッ
セージ 

説明 対処方法 修理に出す部品 所要  
時間 
(時) 

必要なツール 

にかすが詰ま
っています。 

B. OIBセンサーが
汚れています。 

します (BIGLA30-T IO マニュアルのセ
クション 6.6.2 を参照)。 

E43 オイルセンサー
の故障 ― サービ
スへ連絡してく
ださい 

OIB オイルセンサー
が故障している可
能性があるか、オ
イルと空気の切替
を検知しません。 

A. OIB センサーがきれいなことを確認
します (BIGLA30-T IO マニュアルのセ
クション 6.6.2 を参照)。OIB センサ
ーがきれいであるにもかかわらず問
題が続く場合、OIB センサーが作動
しているか確認します (BIGLA30-T サ
ービスマニュアルのセクション 
1.21.5 と 1.21.5.1 を参照)。OIB セン
サーが作動していない場合、OIB セ
ンサーが故障している可能性がある
ため OIB センサーを交換してくださ
い (BIGLA30-T サービスマニュアルの
セクション 1.14.3 を参照)。 

OIB センサー -
1085578 

1.0 スロット #8150386 の 7/8 イ
ンチディーブソケット 

E44 回復エラー 回復時間が制限時間
を超えています。 

[確認] ボタンを押してアラームを止めま
す。 
フライヤーの温度が 121ºC ～ 149ºC (250ºF 
～ 300ºF) になる回復の確認中に、オペレ
ーターがオイル/ショートニングをバッ
トに追加していないことを確認します。
追加している場合、フライヤーをオフに
してフライヤーのオイルの温度が 121ºC  
(250ºF) 以下になるのを待ってから電源を
入れ、再度回復確認を行います。 

   

E45 回復エラー ― サ
ービスへ連絡し
てください 

回復時間が、E44 回
復エラーサイクル
が 3 回以上連続し
て実行されるとき
の制限時間を超え
ています。 

[確認] ボタンを押して確認します。 
[ホーム] ボタンを押してエラーをリセッ
トしてから [サービス] ボタンを押し、次
にその隣の [サービス] ボタンを押しま
す。「1650」と入力します。[テックモー
ド] を押します。[リセット] を押します。
[回復エラーコールサービス] を押しま
す。確認を促すプロンプトが表示された

 1.0 ドライバー 6 と 1  
マイクロアンペアメーター 
ガス圧測定装置 
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イベント
コード 

イベントメッ
セージ 

説明 対処方法 修理に出す部品 所要  
時間 
(時) 

必要なツール 

ら [はい] を押します。コントローラーに
「正常にリセットされました」と表示さ
れます。[√ (チェック)] ボタンを押しま
す。[ホーム] ボタンを押します。 
回復時間は、フライヤーの性能を測る
方法です。フライヤーがオイルの温度
を 121ºC～149ºC (250ºF ～ 300ºF) に上げ
るのに要する時間です。 
1) イベントと関連付けられている
コントローラーの下部にある [?] 
ボタンを押します。[回復] ボタ
ンを押します。ガスの回復には
最大 3 時間 15 分かかります。 

2) フライヤーの温度が 121ºC ～ 
149ºC (250ºF ～ 300ºF) になる
回復の確認中に、オペレータ
ーがオイル/ショートニングを
バットに追加していないこと
を確認します。追加している
場合、フライヤーをオフにし
てフライヤーのオイルの温度
が 121ºC  (250ºF) 以下になるの
を待ってから電源を入れ、再
度回復確認を行います。 

3) フライヤーが適切に加熱して
いることを確認します。ガス
フライヤーの場合、ガス圧を
確認します。ガス圧が銘板に
記載されている圧力と一致し
ていることを確認します。マ
イクロアンペアを確認し、火
炎センサワイヤがしっかり取
り付けられ、適切に火炎電流
を計測していることを確認し
ます (BIGLA30-T サービスマニ
ュアルのセクション 1.13 を参
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イベント
コード 

イベントメッ
セージ 

説明 対処方法 修理に出す部品 所要  
時間 
(時) 

必要なツール 

照)。炎の色を確認します 
(BIGLA30-T サービスマニュア
ルのセクション 1.14.8 を参
照)。電気フライヤ―の場合、
レセプタクルに適切な電圧が
かかり、銘板に記載されてい
る電圧と一致していることを
確認します。電源コードがし
っかりレセプタクルに接続さ
れていることを確認します。 

E46 システムインタ
フェイスボード1
の接続が確認で
きません ― サー
ビスへ連絡して
ください 

A. SIB ボード 1 が
接続されてい
ません。 

B. ボードが故障
しています。 

 

A. イベントと関連付けられているコン
トローラーの下部にある [?] ボタンを
押します。下矢印を押します。[ソフ
トウェアバージョン] ボタンを押し
ます。初期化中と表示されます。バ
ージョンが表示されたら、SIB 1 に表
示されるソフトウェアバージョンが
ゼロの羅列ではなく数字であること
を確認します。バージョンがゼロの
羅列で表示されている場合、接続が
確認できないボードと他のボードの 
CAN 接続を確認します (BIGLA30-T サ
ービスマニュアルのセクション 
1.24.4 を参照)。 
すべてのケーブルがしっかり接続
されていることを確認します。ケ
ーブルを確認してもまだ通信が回
復しない場合は、ケーブルを交換
します。 

B. LED が点灯していない場合、SIB ボ
ードが故障している可能性があり
ます。SIB ボードを交換します  
(BIGLA30-T サービスマニュアルの
セクション 1.14.2 を参照)。 
 
 

SIB ボード ‒ 
1085979 
SIB1 と SIB2 の間の
ケーブル  
‒ 8075553 
SIB1 と SIB1 の間の
ケーブル  
‒ 8075549 
 

1.0 
 
.50 
 
.50 

ドライバー 
6 & 1  
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イベント
コード 

イベントメッ
セージ 

説明 対処方法 修理に出す部品 所要  
時間 
(時) 

必要なツール 

E51 ボード ID が重複
しています ― サ
ービスへ連絡し
てください 

2 つ以上のコントロ
ーラが同じロケー
ション ID を持って
います。 

各コントローラのロケータープラグが
適切なピン設定になっていることを確
認します。ピンの位置については、
BIGLA30-T サービスマニュアルのセクシ
ョン 1.24.4 の図 8052002 を参照してく
ださい。 

 1.25 ピンツール # 2302345 
 

E53 CAN バスの故障 
― サービスへ連
絡してください 

ボード間の通信が
切れています。 

イベントと関連付けられているコント
ローラーの下部にある [?] ボタンを押し
ます。下矢印を押します。[ソフトウェ
アバージョン] ボタンを押します。初期
化中と表示されます。バージョンが表
示されたら、すべてのソフトウェアバ
ージョンが表示されていることを確認
します。表示がゼロの羅列になってい
るものがある場合は、接続が確認でき
ないボードと他のボードの CAN 接続を
確認します (BIGLA30-T サービスマニュ
アルのセクション 1.24.4 を参照)。 

ケーブル ‒ SIB と 
FIB 間 8075551 
SIB1 と SIB1 の間の
ケーブル  
‒ 8075549 
 
 

1.25 ドライバー 
6 & 1  

E55 システムインタ
フェイスボード2
の接続が確認で
きません ― サー
ビスへ連絡して
ください 

A. SIB ボード 2 の
接続が失われ
ています。 

B. ボードが故障
しています。 

 
 

A. イベントと関連付けられているコ
ントローラーの下部にある [?] ボタ
ンを押します。下矢印を押しま
す。[ソフトウェアバージョン] ボ
タンを押します。初期化中と表示
されます。バージョンが表示され
たら、SIB 2 に表示されるソフトウ
ェアバージョンがゼロの羅列では
なく数字であることを確認しま
す。すべてゼロの場合、SIB2 と 
SIB1 の間のケーブルがしっかり接
続されていることを確認します。 
接続が確認できないボードと他の
ボードの CAN 接続を確認します。 
すべてのケーブルがしっかり接続
されていることを確認します。ケ
ーブルを確認してもまだ通信が回

SIB ボード ‒ 
1085979 
SIB1 と SIB2 の間の
ケーブル ‒  
8075553 
SIB1 と SIB1 の間の
ケーブル ‒  
8075549 

 

1.0 
 
.50 
 
.50 

ドライバー 
6 & 1  
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イベント
コード 

イベントメッ
セージ 

説明 対処方法 修理に出す部品 所要  
時間 
(時) 

必要なツール 

復しない場合は、ケーブルを交換
します。 

B. LED が点灯していない場合、SIB ボ
ードが故障している可能性があり
ます。SIB ボードを交換します  
(BIGLA30-T サービスマニュアルの
セクション 1.14.2 を参照)。 

E61 エネルギータイ
プが適切に設定
されていません 
 

コントローラが誤
ったエネルギータ
イプに設定されて
います。 

[設定] - [サービス] で正しいエネルギー
タイプを設定します。 

 .25  

E62 バットが加熱され
ていないためエネ
ルギー源を確認し
てください  

最初のスタートアッ
プ時にバットが加熱
されていません。 

1) 電源ボタンを押して確認してくだ
さい。 

2) ガス管がフライヤーに接続されて
いることを確認します。 

3) ガスフライヤーの場合、内部と外
部の両方のガスバルブがオンにな
っていることを確認します。 

4) ガスフライヤーのガス遮断弁がオ
ンになっていることを確認しま
す。 

5) ガスフライヤーのクイックディス
コネクトが適切に取り付けられて
いることを確認します。 

6) ガスフライヤーの送風機が作動し
ていることを確認します。E25 のト
ラブルシューティングを参照して
ください。 

7) 電気フライヤ―の場合、三相電力が
接続され、リセットブレーカーがオ
ンになっていることを確認します。 

8) 電気フライヤーのレセプタクルにか
かっている電圧が銘板に記載されて
いる電圧と一致しており、電源コー
ドがしっかりレセプタクルに接続さ
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イベント
コード 

イベントメッ
セージ 

説明 対処方法 修理に出す部品 所要  
時間 
(時) 

必要なツール 

れていることを確認します。 
9) フライヤーが適切に加熱されてい
ることを確認します。 

E63 メッセージは表
示されないが、
イベントログに
イベントが記録
される。 

回復テスト時の立
上り速度に問題が
あります。 

1) バットのオイルが満タンで、オイ
ルレベルが低くないことを確認し
ます。オイルレベルが低オイルレ
ベルラインであることを確認しま
す。固形ショートニングを使用し
ている場合、ショートニングがフ
ライヤーのコールドゾーンに置か
れ、低オイルレベルラインである
ことを確認します。 

2) 電気フライヤ―の場合、レセプタクル
の電圧が銘板に記載されている電圧と
一致していることを確認します。 

3) 電気フライヤ―の温度プローブが
エレメントに接触していないこと
を確認します。 

 .5 マルチメーター 

E64 ろ過インターフ
ェイスボードの
故障 ― ろ過とト
ップオフが機能
しません ― サー
ビスへ連絡して
ください 

A. ろ過インターフ
ェイスボードと
の接続が失われ
ています。 

B. ボードが故障
しています。 

 

A. イベントと関連付けられているコン
トローラーの下部にある [?] ボタンを
押します。下矢印を押します。[ソフ
トウェアバージョン] ボタンを押し
ます。初期化中と表示されます。バ
ージョンが表示されたら、FIB ソフ
トウェアバージョンがゼロの羅列で
はなく数字で表示されていることを
確認します。 
 
通信ケーブルが FIB ボードの J3 コネ
クタにしっかり接続されていること
を確認します (BIGLA30-T サービスマ
ニュアルのセクション 1.18.5 を参
照)。通信ケーブルのもう一方の端 
が SIB ボードの J7 に接続されてい 
ることを確認します (BIGLA30-T サー

ケーブル ‒ SIB と 
FIB 間 8075551 
FIB ボード - 
1086575 
電源装置 - 8075855 
CAN ターミネータ - 
8075632 

.05 
 
1.0 
 
1.0 
 
.50 

ドライバー 
6 & 1  
ドライバー 
6 & 1  
¼ インチと 5/16 インチのナ
ットドライバー 
マルチメーター  
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イベント
コード 

イベントメッ
セージ 

説明 対処方法 修理に出す部品 所要  
時間 
(時) 

必要なツール 

ビスマニュアルのセクション 1.8 を
参照)。 

 
ターミネータープラグが  FIB ボード
の J4 コネクタにしっかり接続されて
いることを確認します (BIGLA30-T サ
ービスマニュアルのセクション 
1.18.5 を参照)。 
 
ハーネスが FIB ボードの J1 コネクタ
にしっかり接続されていることを確
認します (BIGLA30-T サービスマニュ
アルのセクション 1.18.5 を参照)。 
 

LED 4 が点灯していなければなりま
せん。点灯していない場合、FIB ボ
ードの J1 のピン 1 と 2 を確認しま
す。両ピンの計測値は 24 VDC でな
ければなりません (BIGLA30-T サービ
スマニュアルのセクション 1.18.5 を
参照)。 

B. LED が点灯していない場合、電源装
置またはボードが故障しています。
電源装置または FIB ボードを交換し
ます (BIGLA30-T サービスマニュアル
のセクション 1.18.5 を参照)。 

E65 OIB センサーを掃
除してください 
― XXXF または 
XXXC ―  

ガス - OIBセンサー
がオイルを検出し
ません。 

OIB センサーがきれいであることを確
認します。オイルセンサーを掃除して
ください (BIGLA30-TIO マニュアルのセ
クション 6.6.2 を参照)。 

 .5 ワイヤブラシ、スクレーパ
ー 
 

E67 システムインタフ
ェイスボードが設
定されていません 
― サービスへ連
絡してください 

SIB ボードが設定さ
れていません。 

SIB ボードを交換します  (BIGLA30-T サ
ービスマニュアルのセクション 1.14.2 
を参照)。 

SIB ボード ‒ 
1085979 

1.0 
 

ドライバー 
6 & 1  
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イベント
コード 

イベントメッ
セージ 

説明 対処方法 修理に出す部品 所要  
時間 
(時) 

必要なツール 

E68 OIB のヒューズが
飛んでいます ― 
サービスへ連絡
してください 

VIB ボードの OIB ヒ
ューズが飛んだ後
にリセットされま
せん。 

VIB ボードの OIB ヒューズが故障してい
ます。30 分待ってから温度ヒューズが
リセットされるか確認します。リセッ
トされない場合、VIB ボードを交換しま
す (BIGLA30-T サービスマニュアルのセ
クション 1.21.3 を参照)。 

VIB ボード ‒ 
1085996 
 

1.0 
 

ドライバー 
6 & 1  
 

E69 レシピが利用で
きません ― サー
ビスへ連絡して
ください 

コントローラーに
商品のレシピがプ
ログラムされてい
ません。 

工場でプログラムされたコントローラ
ーを使用してコントローラーをリセッ
トします (BIGLA30-T サービスマニュア
ルのセクション 1.14.1 を参照)。 

コントローラー - 
1086726 

1.0 
 

ドライバー 
6 & 1  
 

 


